	090822 核心ニュース原稿1

	題　目
	タラッパン要員、｢連合と均衡｣必須

	アンカー
	常任委員会柳光洙総裁は先週火曜集会の専門別メッセージで、福音の中での‘連合と均衡’を強調し、全専門チームと重職者たちは
RUTC をおいて、未来の構想を組み立て始めなければならないと話しました。

	内　　容
	柳光洙総裁は｢救われた者であるなら必ず聖霊の導きを受けられる｣と前置きして、大物と成功者、エリートの特徴は、連合と均衡を

　成す人であると言い、タラッパン運動を正しくする人もまた、全体をよく見渡し、連合と均衡を成す人であると強調しました。
　そして、これからは他の組織とどのように共に行くかについて考え、連合についての祈りをはじめるべきであり、このとき、専門性が

出ると話しました。すると、新しいものが見え、更新も可能になり、神様の福音運動を考えるとき、自分がすべきことに

責任を負えるようになると話しました。　
それから、神様は真の福音、真の動機を持って真に伝道する重職者と Remnant、真の団体、少数の清い人など、未来の主役に

この時代を任せることが確かであるため、全専門チームは RUTCをおいて未来の構想を組み立て始めるべきであり、‘連合と均衡‘で

更新しなければならないと述べました。

　

　火曜集会では、専門チームの最高の祈りの課題‘連合と均衡’以外に、伝道弟子の最高の祈りは生活伝道、重職者は伝道企画

M．Hの働き人は、成就現場などのタイトルを持ち、メッセージを伝えました。

	090822 核心ニュース原稿2

	題　目
	世界宣教大会開幕－30箇所の現場キャンプ

	アンカー
	

	内　　容　
	伝道キャンプ総局は、今回宣教師キャンプのために3月から文化、福祉、言論、学校など30箇所の現場に企画と予備キャンプを
進行しながら、すでに多くの答えを受けてきました。

キャンプ総局は、宣教師たちが28日一日だけキャンプに参加するが、この体験が宣教地で適用できる重要なきっかけになると話しました。
28日、30箇所の現場で同時に行われる伝道キャンプは宣教師400人、一般参加者約300人、現場の働き人約300人合計1000人が参加
して進行されます。

30箇所の現場での伝道キャンプの進行状況は、宣教大会期間中上映され、総合ドキュメンタリーとして制作し、9月11日 RUTC放送

を通して上映される予定です。

	090822 核心ニュース原稿3

	題　目
	｢契約の旅程｣、初の世界舞台へ

	アンカー
	

	内　　容
	


	090822　核心ニュース原稿4

	題　目
	インド Remnantに福音を植えた医療キャンプ

	アンカー
	

	内　　容
	オ・チョンロク牧師の｢幸せな人の伝道キャンプ｣というメッセージで開かれた医療宣教キャンプは、バンガロール周辺KGF地域に

パク・ソンファン、パク・ファザ宣教師が運営している神学大学をベースとして行われ、近隣の住民50人が参加しました。
　　用意した薬品と医療器具が税関を通過できなかったため、治療が不可能になってしまいましたが、医療人たちが一つになって祈り、

　出会いの祝福を受け、現地で薬と医療器具を調達する門が開かれました。また、口腔衛生教育とカウンセリングを通して福音を
伝えるキャンプとなりました。

　特に、今回のキャンプは、 Remnantミッション神学大学生徒たちとキム・ジョンソ宣教師ミッションホームの Remnantたちが

　重職者医療人とチームを組んで、英語と現地の言語で通訳をしながら医療が進められましたが、医療人は、診療の合間に現地の
Remnantたちとの対話を通してインドと Remnantを心にとめるキャンプの祝福を味わいました。

　今回の医療キャンプはドキュメンタリーとして制作し、9月1日に放送する予定です。


	090822　核心ニュース原稿5

	題　目
	(短信)

	アンカー
	

	内　　容
	1． RUTCのリハーサルである数学・科学・学業キャンプが8月17日から5泊6日間 総会神学校にて開かれ、 
Remnant53人、講師・補助講師18人、合計70人あまりが参加しました 。

Remnantたちは中学校1年生から3年生まで学年別に3つのクラスに分けられ、毎日8時間の数学・科学の先行学習を並行しました。

生徒5人につき講師1人が指導をし、確認学習と個別相談を通して実力を向上させました。
2． Remnantグローバルスクールは、第1回最終合格者の選抜を終え、9月7日から開校します。 Remnantたちが韓国で外国語を

征服し、一般科目は短時間で完成させ、自分の専門性を見つける勉強を通して社会が必要とするリーダーを立てる方向に導きを受ける
予定であり、授業はチョナンワンネス教会にて進行されます。

3． インマヌエルソウル教会の‘起工感謝礼拝’が8月19日チャンジドン礼拝堂予定地であり、300人が参加した中で常任委員会
柳光洙総裁のメッセージで進行されました。
チャンジドン礼拝堂(教会)は、9月初旬から本格的に工事を始め、11月初旬の完工を予定しており、今年から礼拝堂に入って
礼拝をささげるようになると予想されています。
4． 昨年開かれた｢片親家庭修練会｣が｢テモテ弟子修練会｣に名称を変更し、8月19日から2泊3日間総会神学校にて行われ、
60人が参加しました。 常任委員会柳光洙総裁は、｢テモテ弟子修練会はテモテのように片親の環境を土台にし、世界福音化する弟子たちのための重要な修練会である｣と強調しました。２つの講義を通して、言い訳になりやすい問題を土台にし、21世紀の
リーダーになる準備をし、個人と全体が幸せになれる秘密を持ち、神様の計画をみて、日ごろ幸せな人になることを頼みました。

5． 第4次社会福祉使命者大会が9月3日木曜日、チャムサラン教会にて柳光洙牧師を講師として招いて開かれます。開会礼拝は、
午後2時50分に、柳光洙牧師のメッセージは午後7時30分から始まります。


